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平
成
22
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
７

日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平

成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
総
額

１
億
７
８
１
６
万
円
の
増
額
）、
特
別
会

計
・
事
業
会
計
補
正
予
算
（
６
６
４
６
万

円
の
増
額
）
の
各
予
算
案
３
件
、
条
例

改
正
案
６
件
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認

15
件
の
計
24
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
の
一
般
質

問
に
は
14
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
17
日
、

18
日
に
は
総
務
・
産
業
建
設
・
社
会
文

教
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
23
日
に
は
、「
飯
山
市
議
会

議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
が
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
、
提
出
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決・承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案

は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
関
係
部
分
、
条
例
案
２
件
、
事
件
案

７
件
の
合
計
10
議
案
で
し
た
。
審
査
結

果
は
、
全
議
案
す
べ
て
全
員
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
審
査
の
中
で
は
、

検
診
に
よ
る
病
気
の
早
期
発
見
は
医
療

費
の
削
減
に
つ
な
が
る
重
要
な
施
策
で

あ
る
。
市
内
各
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い

る
検
診
に
は
多
く
の
方
が
受
診
さ
れ
て

い
る
が
、
検
診
の
会
場
が
遠
く
、
受
け

た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い
方
も
い
る
。
よ

り
多
く
の
方
が
、
検
診
を
受
け
や
す
い

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
第
１
号　
『「
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
」
を
求
め
る
請
願
』、

請
願
第
２
号
「
30
人
規
模
学
級
の
早
期

実
現
や
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
、

教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
請
願
」、
請
願
第
３
号
「
長
野

県
独
自
の
30
人
規
模
学
級
の
中
学
校
全

学
年
へ
の
早
期
拡
大
と
複
式
学
級
の
解

消
、
県
独
自
に
教
職
員
配
置
増
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
理

解
で
き
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
全
員
一
致

で
趣
旨
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
９
号
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
負
担
助
成
を
求
め

る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
希
望
者
が
受

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
は
必
要
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
た
一
方
、
ま
だ
、
ワ
ク
チ

ン
の
安
全
性
が
充
分
理
解
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
地
元
の

医
療
機
関
に
十
分
な
対
応
が
無
い
と
の

意
見
の
ほ
か
、
家
庭
や
学
校
で
子
宮
頸

が
ん
に
つ
い
て
教
育
す
る
こ
と
や
、
自
ら

検
診
を
受
け
る
こ
と
を
も
っ
と
周
知
す

る
こ
と
な
ど
が
、
ま
ず
重
要
で
あ
る
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
継

続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
査

６
月
17
日
・
18
日
各
委
員
会
に

お
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案

は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
関
係
部
分
、
特
別
会
計
予
算
案
、
条

例
案
２
件
、
事
件
案
３
件
の
計
７
議
案

で
し
た
。
審
査
結
果
は
全
議
案
す
べ
て

全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
又
は

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
７
号
「
長
野
県
地
方
税
共
同

化
に
関
し
県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
慎

重
審
査
の
う
え
採
決
の
結
果
、
不
採
択

と
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
な
お
、

審
査
の
中
で
は
、
現
在
の
状
況
で
判
断

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

６
月
14
日
か
ら
16
日
に
は
、
14
名

の
議
員
か
ら
市
政
に
対
す
る
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
内
容
は
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案

は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
の
関
係
部
分
、
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
案
、
条
例
案
２
件
、
事
件
案
７
件

の
計
11
件
で
し
た
。
審
査
結
果
は
全
議

案
す
べ
て
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　

陳
情
第
８
号『
安
心
し
て
住
め
る「
悠

久
の
ふ
る
さ
と
木
島
」
を
め
ざ
す
陳
情
』

の
審
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
陳
情

項
目
２
、３
に
つ
い
て
は
、
堤
防
補
強
を

含
め
て
の
河
川
改
良
の
要
望
で
、
市
と

し
て
も
国
・
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
る

事
項
で
あ
り
、
添
付
さ
れ
た
署
名
２
，

７
１
５
名
分
の
陳
情
趣
旨
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
陳
情
項
目
１
に
つ
い
て
は
、

西
大
滝
ダ
ム
と
洪
水
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、

西
大
滝
ダ
ム
の
改
修
に
つ
い
て
は
検
討

の
余
地
が
あ
る
。
ダ
ム
が
あ
る
か
ら
水

害
に
な
っ
た
と
の
因
果
関
係
は
、
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。
昨
年
９
月
に
西
大
滝

ダ
ム
の
ゲ
ー
ト
開
放
時
の
千
曲
川
水
位

状
況
を
見
た
が
、
上
流
へ
の
ダ
ム
の
影

響
は
考
え
に
く
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

賑わう人形館

◇
人
形
館
に
つ
い
て

【
質
問
】
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
寺
町

交
流
館
（
人
形
館
）
は
、
大
変
な
盛
況

で
飯
山
の
宣
伝
に
凄
い
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
城
山

周
辺
の
駐
車
場
と
の
往
復
だ
け
で
、
街

な
か
に
あ
る
観
光
資
源
と
の
結
び
つ
け

が
出
来
て
い
な
い
と
の
意
見
が
多
い
が
。

【
答
弁
】
新
幹
線
開
業
を
目
指
し
第
二

次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
。

今
後
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

回
遊
性
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
さ
せ
る
。

ま
ず
、
重
点
地
域
の
城
山
〜
人
形
館
〜

寺
ま
ち
コ
ー
ス
を
モ
デ
ル
的
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
今
後
は
街
な
か
に
あ
る
資

源
に
磨
き
を
か
け
て
歩
く
街
づ
く
り
を

推
進
さ
せ
た
い
。

◇
入
札
参
加
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

【
質
問
】
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や

備
品
購
入
等
の
入
札
に
つ
い
て
、
地
元

企
業
が
一
社
も
参
加
し
な
い
案
件
も
散

見
さ
れ
る
。
資
格
や
技
術
力
の
問
題
で

あ
っ
た
ら
、
地
元
業
者
と
Ｊ
Ｖ
を
組
ま

せ
地
元
企
業
を
育
成
す
る
こ
と
も
大
切

と
思
う
。
入
札
業
者
選
定
の
基
準
と
地

元
企
業
の
基
準
は
。

【
答
弁
】
入
札
制
度
に
お
い
て
は
、
一

般
競
争
入
札
が
原
則
に
な
っ
て
い
る
が
、

飯
山
で
は
指
名
競
争
入
札
で
や
っ
て
い

る
。
指
名
の
方
法
は
、
基
本
的
に
は
市

内
で
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
内

業
者
を
指
名
し
て
い
る
が
、
特
殊
な
事

業
や
備
品
等
に
つ
い
て
は
市
外
業
者
を

指
名
す
る
こ
と
も
あ
る
。
技
術
力
等
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
市
内

業
者
に
も
努
力
し
て
欲
し
い
。
地
元
企

業
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
事
業

所
が
あ
る
企
業
と
し
て
い
る
。
今
後
は
、

価
格
だ
け
で
落
札
業
者
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
総
合
評
価
制
度
や
、
最
低
制

限
価
格
制
度
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
。

 

回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

               

推
進
に
つ
い
て

山﨑一郎議員

議
員
定
数
　
現
行
17
名
を
16
名
に

本
年
11
月
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
お
い
て
当
市
議

会
が
提
出
を
す
る
「
千
曲
川
総
合
治
水

対
策
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
に
、

陳
情
項
目
３
の
「
千
曲
川
の
増
水
に
よ

る
樽
川
の
逆
流
に
対
応
で
き
る
堤
防
の

改
修
強
化
」
を
追
加
す
べ
き
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
適
任
と

認
め
ま
し
た
。

　

請
願
３
件
の
審
査
結
果
は
趣
旨
採
択
、

陳
情
３
件
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
２

件
を
不
採
択
、
１
件
を
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

　

議
員
提
案
の
「
飯
山
市
議
会
議
員
定

数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

現
行
17
名
の
議
員
定
数
を
16
名
と
す
る

議
案
で
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
11
月
の
市
議

会
議
員
選
挙
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

に
議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

他
市
の
状
況
等
を
参
考
に
検
討
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員

会
の
構
成
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
定
例
会

に
向
け
現
在
も
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。
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